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研究成果の概要（和文）：各種スロー地震の大局的な活動パターン（再来周期、継続時間、活動領域の移動な
ど）を支配していると考えられるスロースリップイベント (SSE) の活動様式を測地学的な測定手段にて観測す
ることで、四国から八重山諸島にかけての地域ごとのプレート間のすべり特性、そのすべり特性を規定する地球
科学的要因、隣接地域との相互作用、SSE発生と地殻流体との関連性などについての成果を得た。

研究成果の概要（英文）：Through observational studies on slow slip events, which are thought to 
control macroscopic activity patterns of slow earthquakes episodes (e.g., recurrence interval, 
duration, migration of the activities, etc.) using a number of geodetic measurements, we obtained 
results on slip characteristics of the subducting plate interface at some areas between Shikoku and 
Yaeyama islands, geoscientific factors that control the slip characteristics, interactions among 
slip episodes on adjacent areas, and the relationship between SSE generation and crustal fluids.

研究分野： 固体地球物理学

キーワード： 沈み込み帯　プレート境界　スロースリップイベント　地殻変動　地殻流体　重力

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
地震波を伴わない断層すべり現象であるスロースリップイベント (SSE) は、地震計では観測することができな
いが、地殻変動を生じるような比較的大規模の場合はGNSSなどの観測機器で検出することができる。本研究で
は、西南日本のいくつかの地域でそのような観測データを解析することにより、SSEの活動場所やその繰り返し
挙動、媒質の密度変化などが明らかになった。これらは断層面の摩擦特性など地震発生メカニズムを解明するた
めにも鍵となる知見である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
 日本全国に整備された基盤的地震・測地観測網によって、様々なスロー地震が世界に先駆けて
発見されてきていた。特に、地震波を全く放出しない断層運動であるスロースリップイベント
（SSE）は地震計では検出することができず、地面の変位を連続的に測定できる国土地理院
GNSS 連続観測システム（GEONET）が基盤的測地観測網として構築されて初めてその存在が
認識された（長期的 SSE; Hirose et al., 1999）。この現象は、四国・九州間の豊後水道域地下に
沈み込んだフィリピン海プレートと陸側プレートとの境界面で、プレート沈み込みに伴い蓄え
た歪を約1年間かけて解放する、非常にゆっくりとした断層すべり現象である（豊後水道SSE）。 
 それ以降、沈み込みプレート境界の深部では、巨大地震発生領域（固着域）の下端に位置する
深部低周波微動の発生（Obara, 2002）、その微動を伴う SSE の存在（短期的 SSE; Obara et al., 
2004）、SSE・微動と同期した深部超低周波地震（VLFE）の発生（Ito et al., 2007）が次々と明
らかになっていた。これらのスロー地震同期現象の大局的な活動パターン（再来周期、継続時間、
活動領域の移動など）を支配しているのが、種々のスロー地震の中で最も大規模な SSE である
と考えられる。これらスロー地震の多くは巨大地震発生領域に隣接する場所で発生しており、
SSE の発生による応力再配分も、巨大地震発生領域での応力増大過程を担う一要因と考えられ
る。 
 
２．研究の目的 
 
 上述のように、SSE の活動様式を詳細に把握することは、スロー地震全体の解明に欠かせな
いだけでなく、プレート境界型巨大地震の準備過程、さらには、地震時の動的破壊の進展過程理
解への手がかりとなる。西日本の南海トラフおよび琉球海溝沿いでは、世界中で最も多彩なスロ
ー地震活動が検出されてきている。しかしながら、その活動の地域性の原因や、地域間の相互作
用、異なるタイプのスロー地震間の関連性など未解明な点が多い。そこで本研究では、SSE の
活動様式を、発生頻度の高い西日本の複数地域にて、GNSS・傾斜・歪・重力等の測地学的観測
手段によって詳細に捉え、地域ごとのプレート間のすべり特性、それを規定している地球科学的
要因、隣接地域との相互作用、SSE 発生と地殻流体との関連性などを明らかにすることを目的
とした。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究では、各種の測地学的観測の実施、および、そこで得られた観測データの解析を実施し
た。より具体的には、(A)SSE のすべり範囲特定とその相互作用の解明、(B)SSE 発生様式の環境
要因の検討、(C)SSE に関連した地殻流体移動の検出、という 3 つの柱を設定しつつ一体的に研
究を推進した。(A)、(B)ではそれぞれ、豊後水道隣接領域、および、沖縄本島周辺・八重山諸島、
の 2地域を対象に、新たに GNSS 連続観測点を設置し地殻変動の観測を実施した。これと既存の
GNSS 観測網・傾斜観測・歪計のデータを合わせて利用することで各 SSE のすべり範囲の詳細な
特定や、すべり履歴、すべり速度、継続時間などを推定するとともに、隣接する地域の SSE 間の
相互作用を研究した。さらにこれらのすべり特性を規定している地球科学的要因について検討
した。また(C)では、地下深部の SSE 発生域に存在する地殻流体が、どのように SSE の発生と関
わっているかを明らかにするため、可搬型の重力計を使用して、SSE 発生・進展に伴う重力変化
の検出を試みた。 
 
４．研究成果 
(1)地域ごとのプレート間のすべり特性 
 西南日本ではプレート境界深部で微動と同期した 1 週間程度継続する SSE が繰り返し発生し
ている。これらの SSE による傾斜オフセットデータから、四国における過去 18 年間の計 61 イ
ベントのすべり分布を求めることに成功した。2012 年以降より大規模の SSE が増える傾向が見
出されるなど、長期にわたる活動様式が明らかとなった(Hirose & Kimura, 2020)。微動活動の
みられる期間の GNSS 変位を加算することでノイズに隠れた有意な変位シグナルが抽出された
(Fujita et al., 2019)。これは、より小さい SSE が微動とともに発生していることを示してい
る。南西諸島最西部・八重山諸島での GNSS 観測データから 5回の SSE の繰り返しによる地殻変
動を捉えた。すべり分布は全 SSE で似た分布を示したが、その時間発展はイベントによって異な
ることが分かった。これは断層面の性質が時間的に変化していることを示唆する(Kano et al., 
2018)。長期の GNSS 記録に基づき、継続時間 3 年を超える SSE が関東下のプレート境界で発生
していることが見出された(Tanaka and Yabe, 2017)。同じく長期の GNSS 記録から継続時間の
比較的短い SSE を系統的に検出した。関東周辺の日本海溝沿いでは SSE による累積すべり量分
布が深さ方向にバイモーダルな分布を示した(Nishimura, 2021)。 



 
(2)すべり特性を規定する地球科学的要因 
 長期の GNSS データに基づき、日向灘から四国における 1年前後継続する SSE を系統的に検出
することに成功し、日向灘～豊後水道～四国西部における約 300 km の領域を 3年から 5年程度
かけて SSE が移動する様子が見出された。これらの SSE は浅部固着域のすぐ深部では活動度が
低いのに対し、浅部で固着が弱いとされる場所の深部では活動度が高いという相関があること
が分かった(Takagi et al., 2019)。このように SSE の発生場所は巨大地震震源域と密接に関係
している可能性が示唆された。 
 
(3)隣接地域との相互作用 
 上述の傾斜変化に基づく SSE の研究において、約 18年の解析期間の後半で、より大規模な SSE
が増える傾向が見出されたが、これは主として SSE のすべり面積の増大によっている。またこれ
らの SSE の活発化する時期は上述の長期的な SSE(Takagi et al., 2019)の発生時期とも対応す
ることが分かった(Hirose & Kimura, 2020)。これは隣接地域でのすべり挙動が互いに相互作用
を及ぼしていることを示唆する。また、微動が活発化したタイミングで時期の異なる GNSS 時系
列データをスタックすることで有意な変位分布を得、それに基づきすべり分布を推定した結果、
微動発生域でのすべりとともにより浅部の固着域の一部にわずかなすべりが生じていることが
分かった(Kano et al., 2019; Kano & Kato, 2020)。深部のスロー地震が地震発生域に影響を
及ぼしている証拠として重要な事例である。 
 
(4)SSE 発生と地殻流体との関連性 
東海地域における 20 年以上にわたる絶対重力計による観測により、SSE 発生に関連すると考え
られる重力の時間変化が見出された。その変化は、C02 班と共同で開発した間隙弾性体モデルに
基づく、流体移動による重力変化で説明可能なことが示された (Tanaka et al., 2018)。 
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fluids

Possibility of crustal deformation caused by deep fluid flow during long-term slow slip events in the Tokai area

A possible behaviour of high-pressure fluids in the Tokai area suggested by GNSS and gravity observations

 ３．学会等名

AGU Fall Meeting 2019（国際学会）



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

JpGU meeting 2019（国際学会）

AGU Fall Meeting 2019（国際学会）

2019 AGU Fall Meeting（国際学会）

JpGU2019

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Tanaka, Y., V. Klemann, Z. Martinec

Tadashi Yamashina, Makoto Okubo, Takao Tabei, Umar Muksin, Nazli Ismail

岡田悠太郎，田部井隆雄

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Estimating the effects of laterally heterogeneous elasticity and density structures on surface loading -a rotationally
symmetric case

Exploration of the fault extension using SITES method: Aceh and Seulimeum segments of the Sumatran fault, Indonesia

四国地方における深部低周波微動に同期する地表変位の検出

An attempt to quantify transient fluid flow during slow slip event using GNSS and gravity data-1st report

 １．発表者名
Umemiya, Y. and Tanaka, Y.



2019年

2019年

2019年

2019年

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本測地学会第132回講演会

日本地球惑星科学連合2019年大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

横井 貴稔、宮崎 真一、坂上 啓、福田 淳一

 ２．発表標題

藤田 萌実、西村 卓也、平原 和朗、宮崎 真一

藤田萌実・西村卓也・平原和郎・宮崎真一

藤田萌実・西村卓也・平原和郎・宮崎真一

日本地震学会秋季大会2019

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

GNSSデータに基づく15年間の豊後水道スロースリップの推定 （1996-2011年）

GNSS data assimilation for the Bungo channel Long-term SSEs using Ensemble Kalman Filter (EnKF)

GNSSデータを用いたアンサンブルカルマンフィルタによる豊後水道長期的SSEのすべり発展推定に向けた数値実験

GNSSデータを用いたアンサンブルカルマンフィルタによる豊後水道長期的SSEのすべり発展推定に向けた数値実験

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2019年大会

日本地球惑星科学連合2019年大会

西村卓也、Fred Pollitz

坂上 啓，西村卓也，福田淳一，加藤照之

Takuya Nishimura

Okada Y. and T. Nishimura

スロー地震学研究集会（国際学会）

スロー地震学研究集会（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

南海トラフのプレート間カップリング推定に及ぼす粘弾性緩和の影響

GNSSデータを用いた1997-2017年東海地方スロースリップイベントの推定

Complementary distribution between SSEs and LFTs in the Ibaraki-oki and the Boso-oki regions along the Japan trench

Detection of short-term slow slip events and estimation of their duration by using three components of GNSS data in the
Shikoku region

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本測地学会第132回講演会

日本測地学会第132回講演会

スロー地震学研究集会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

岡田悠太郎，西村卓也

Ryoko Nakata, Hideitsu Hino, Tatsu Kuwatani, Takahiro Akiyama, Shoichi Yoshioka, Masato Okada, Takane Hori

Ryoko Nakata, Hideitsu Hino, Tatsu Kuwatani, Takahiro Akiyama, Shoichi Yoshioka, Masato Okada, Takane Hori

坂上 啓，西村卓也，福田淳一，加藤照之

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

四国地方における3 成分GNSS データを用いた短期的SSE の検出と継続期間の推定

Spatial distribution of long-term slow slip event from 2018 to 2019 beneath the Bungo Channel under sparsity constraints

Spatial distribution of slow slip events off the Boso peninsula from 1996 to 2018 under sparsity constraints

GNSS 連続観測に基づく1997-2017 年東海地方スロースリップイベントの推定

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2019年大会

日本地球惑星科学連合2019年大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

東龍介・豊国源知・高木涼太・鈴木秀市・佐藤真樹子・中山貴史・内田直希・日野亮太

 ２．発表標題

高木涼太・豊国源知・山本希

Ryota Takagi, Naoki Uchida, Takashi Nayakama, Ryosuke Azuma, Akira Ishigami, Tomomi Okada, Yusaku Ohta, Ryota Hino

石上朗・高木涼太

日本地球惑星科学連合2019年大会

日本地球惑星科学連合2019年大会（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

堆積層基盤PS変換波の走時解析に基づく日本・千島海溝域の堆積層厚さ分布

S-netを用いた常時微動相互相関解析

Investigations of sensor orientation and a possibility of detecting crustal deformation based on accelerometer records of S-
net

S-netで観測された遠地地震表面波の到達時間空間勾配を用いた位相速度 推定

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2019年大会

日本地球惑星科学連合2019年大会

岡田知己・高木涼太・中山貴史・鈴木秀市・東龍介・豊国源知・吉田圭佑・内田直希・日野亮太

内田直希・東龍介・石上朗・岡田知己・高木涼太・豊国源知・海野徳仁・太田雄策・佐藤真樹子・鈴木秀市・高橋秀暢・立岩和也・趙大
鵬・中山貴史・長谷川昭・日野亮太・平原聡・松澤暢・吉田圭佑

内田直希・高木涼太・平原聡・中山貴史・松澤暢・田中佐千子・浅野陽一

内田直希・中島淳一・高木涼太・吉田圭佑・中山貴史・日野亮太・岡田知己・浅野陽一・田中佐千子・汐見勝彦

日本地球惑星科学連合2019年大会

日本地球惑星科学連合2019年大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

S-netを用いた初動読み取りと震源決定

S-netを用いた海域総合解析

東北地方太平洋沖地震後の繰り返し地震活動：海陸地震観測網による検討

S-netを用いた東北日本前弧海域下のS波スプリッティング解析

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地震学会秋季大会2019

日本地震学会秋季大会2019

日本地震学会秋季大会2019

日本地震学会秋季大会2019

石上朗・高木涼太

東龍介・豊国源知・高木涼太・鈴木秀市・佐藤真樹子・中山貴史・内田直希・日野亮太

内田直希・中島淳一・高木涼太・吉田圭佑・日野亮太・岡田知己・浅野陽一・田中佐千子

高木涼太・内田直希・小原一成

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

S-netで観測された遠地地震表面波の到達時間空間 勾配を用いた位相速度推定

堆積層基盤 PS変換波にもとづく S-net観測点下の堆積層厚さ分布

S-net により推定された前弧上盤の海溝平行の速度異方性

関東地方におけるスロースリップイベントの系統的検出の試み

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

スロー地震学研究集会（国際学会）

2019 AGU Fall Meeting（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Ryosuke Azuma, Ryota Takagi, Genti Toyokuni, Takashi Nakayama, Syuichi Suzuki, Makiko Sato, Naoki Uchida, Ryota Hino

 ２．発表標題

HyeJeong Kim, Hitoshi Kawakatsu, Takeshi Akuhara, Masanao Shinohara, Ryota Takagi

Ryota Takagi, Naoki Uchida, Kazushige Obara

Akira Ishigami, Ryota Takagi

日本地震学会秋季大会2019（国際学会）

スロー地震学研究集会（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Seafloor sediment thickness below S-net observatories offshore of the east Japan revealed from PS conversion wave at the
sedimentary basement

Receiver function imaging of the subducting Pacific plate beneath NE Japan using offshore and on land seismic arrays

Systematic detection of slow slip events beneath Kanto, Japan

Phase velocity estimation based on spatial gradient of surface wave arrival time of teleseismic earthquakes observed by S-
net

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2019 AGU Fall Meeting（国際学会）

2019 AGU Fall Meeting（招待講演）（国際学会）

HyeJeong Kim, Hitoshi Kawakatsu, Takeshi Akuhara, Masanao Shinohara, Hajime Shiobara, Hiroko Sugioka, Ryota Takagi

Tomoya Takano, Florent Brenguier, Pierre Boue, Tetsuya Takeda, Kaoru Sawazaki, Ryota Takagi, Chloe Gradon, Jonathan
MacCarthy, Kiwamu Nishida

Naoki Uchida, Junichi Nakajima, Ryota Takagi, Keisuke Yoshida, Takashi Nakayama, Ryota Hino, Tomomi Okada, Youichi Asano,
Sachiko Tanaka

Tanaka, Y., Imanishi, Y., Okubo, S., Zhang, X., Ando, M., Watanabe, A., Kato, C., Omori, S., and Hiraoka, Y.

2019 AGU Fall Meeting（国際学会）

日本地球惑星科学連合2018年大会（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Continuous imaging of the subducting Pacific plate under Japan using receiver function analysis of the amphibious array data

Ambient noise correlations from a dense seafloor seismic observation network (S-net) offshore Honshu, Japan

Forearc trench-parallel anisotropy above a subducting plate revealed by the S-net ocean-bottom seismometers

Temporal gravity anomalies observed in the Tokai area and a possible relationship with slow slips

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

15th Annual Meeting Asia Oceania Geoscience Society（国際学会）

19th General Assembly of WEGENER（国際学会）

日本測地学会第130回講演会

日本地震学会2018年秋季大会

Iinuma, T., and N. Uchida

大園真子・高橋浩晃・一柳昌義

廣瀬仁, 松島健, 田部井隆雄, 西村卓也

Iinuma, T.

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Periodic change in the interplate locking state off Kyushu Island, Southwest Japan, inferred from spatial gradient of
displacement rate field and small repeating earthquakes

GNSSデータによる内陸SSEの検出

豊後水道GNSS観測網で捉えた2015年12月?2016年3月頃の小規模なスロースリップイベント

Temporal Change in the Interplate Locking State at Southwestern Japan Inferred from the Analyses of Spatial Gradients of the
Surface Displacement Rate Field

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2018年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2018年大会（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Wakako Tamura, Hitoshi Hirose, Takeshi Kimura

 ２．発表標題

Hitoshi Hirose, Takeshi Matsushima, Takao Tabei, Takuya Nishimura

Wakako Tamura, Takeshi Kimura, Hitoshi Hirose

Hitoshi Hirose, Kouta Nakano, Takanori Matsuzawa

AGU Fall Meeting 2018（国際学会）

AGU Fall Meeting 2018（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Slip inversion based on tilt change data for short-term slow slip events in western Shikoku, southwest Japan

A small slow slip event in Bungo Channel from December 2015 to March 2016 detected by a GNSS observation network

Slip distributions based on tilt change data for short-term slow slipevents in western Shikoku, southwest Japan

A comparison of the stress evolutions due to Boso slow slip events and the accompanying earthquake swarms

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Joint Workshop on Slow Earthquakes 2018（国際学会）

International Joint Workshop on Slow Earthquakes 2018（国際学会）

Hitoshi Hirose, Takeshi Matsushima, Takao Tabei, Takuya Nishimura

Wakako Tamura, Takeshi Kimura, Hitoshi Hirose

加納将行・宮崎真一・平原和朗

坂上 啓・西村 卓也・福田 淳一・加藤 照之

日本地震学会2018年度秋季大会

日本地震学会2018年度秋季大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

A small slow slip event in Bungo Channel from December 2015 to March 2016 detected by a GNSS observation network

Slip distributions based on tilt change data for short-term slow slip events in western Shikoku, southwest Japan

アジョイント法によるSSE発生域の摩擦特性の推定

1997-2010年における東海地方スロースリップイベントの時空間発展の推定

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地震学会2018年度秋季大会

日本測地学会第130回講演会

日本測地学会第130回講演会

日本測地学会第130回講演会

加納将行・福田淳一・宮崎真一・中村衛

坂上 啓・西村 卓也・福田 淳一・加藤 照之

田中愛幸, 黒石祐樹, 香取秀俊

高木涼太, 内田直希, 小原一成, 長谷川昭

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

琉球海溝南西部で繰り返し発生するSSEのすべりの時空間発展の多様性

1997-2010 年における東海地方スロースリップイベ ントの時空間発展の推定

光格子時計の測地応用の可能性

南海トラフ西部におけるスロースリップイベントの震源パラメータ

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2018 American Geoiphysical Union Fall Meeting（国際学会）

2018 American Geoiphysical Union Fall Meeting（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Nishimura, T.

 ２．発表標題

西村卓也，山崎健一，山下裕亮，小松信太郎

Tanaka, Y., V. Klemann, Z. Martinec

Fujita, M., Nishimura, T., and Miyazaki S.

日本測地学会第130回講演会

2018 American Geoiphysical Union Fall Meeting（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Bimodal depth distribution of slow slip events detected using GNSS data in the Hikurangi subduction zone, New Zealand

日向灘沿岸における GNSS 観測網の構築と観測結果 （序報）

Effects of laterally heterogeneous elastic structures on surface loading ?a preliminary result for a rotationally symmetric
spherical earth model

An attempt to detect small crustal deformation associated with stress release caused by ETS in southwest Japan, using GNSS
data

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2018年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2018年大会（国際学会）

Takagi, R., N. Uchida, K. Obara

Yoshiyuki Tanaka, Takehito Suzuki, Yuichi Imanishi, Shuhei Okubo, Xinlin Zhang, Miwako Ando, Atsushi Watanabe, Mamoru Saka,
Chiaki Kato, Shuichi Oomori and Yoshifumi Hiraoka

坂上 啓・西村 卓也・福田 淳一・加藤 照之

藤田 萌実・西村 卓也・宮崎 真一

日本地球惑星科学連合2018年大会（国際学会）

日本地球惑星科学連合2018年大会（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Along-strike variation of long-term slow slip event activity in the Nankai subduction zone

Temporal gravity anomalies observed in the Tokai area and a possible relationship with slow slips

東海地方スロースリップイベント

An attempt to detect small crustal deformation caused by ETS in southwest Japan, using GNSS data

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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